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　平成 26 年に「オーラルフレイル」の概念が紹介された 1）．社会性や食環境の悪化に起因する身体機能の低下
や虚弱の発生から要介護状態に至る構造的な流れを 4 つの段階に分けて説明しているが，口腔の機能低下を経
由して，全身の機能低下が進行する過程の概念をはじめて示している．このなかで，口腔のわずかな衰えを示す
段階を「オーラルフレイル」と表現した．この言葉は訴求力がきわめて強く，当時，東京医科歯科大学で開催さ
れた記者懇談会では，その時のテーマであった新しい歯科診療センターに関する質問はほとんどなく，たまた
ま話題で取り上げた「オーラルフレイル」に関する質問が大部分であった．日本歯科医師会は「8020 運動」に

「オーラルフレイル」を啓発の標語として加え，健康長寿に対する貢献を宣言している．また日本老年歯科医学
会は歯科医療関係者が介入すべき病名として「口腔機能低下症」の診断基準について学会見解論文2）を発表して
いる．すなわち，「オーラルフレイル」は口腔機能が衰えフレイルへの坂道を下り始めた高齢者をかかりつけ歯
科医にいざなう「言葉」であり，「口腔機能低下症」は歯科医が口腔機能の低下を阻止し回復させ，維持するた
めの根拠となる「病名」である．「口腔機能低下症」は本年 4 月に保険病名として収載された．7 個の診断基準
のうち 3 個を満たせば「口腔機能低下症」の病名が付与され歯科疾患管理料にて管理し，「咬合圧低下」「咀嚼
能低下」「低舌圧」の診断基準を満たせば口腔機能管理加算を算定するという，歯科医療が口腔機能を管理し維
持増進させるという仕組みが出来上がったわけである．
　ここで補綴治療のアウトカムを考えてみよう．状況によってさまざまなアウトカムが考えられるが，この場面
での補綴のアウトカムは「栄養」であろう．野菜や果物摂取が減少すると心臓血管系疾患やがん，糖尿病のリス
クは増大するという報告が多数ある．また義歯の不使用など歯の喪失をそのままにしておくと緑黄色野菜，カロ
テン，ビタミン B，C の摂取が減少し，栄養状態が低下するという報告は多数見られる．また多数歯欠損を補綴
しないでいると致死リスクが高くなるという報告も多い．すなわち，「欠損を補綴しない」→「栄養状態や野菜
摂取の低下」→「心血管系疾患やがん，糖尿病のリスクは増大し致死率は上昇する」という構造が描けると思わ
れる．ではそこに義歯を装着するとどうなるか．当然われわれは，咀嚼機能は上昇し野菜摂取は良好になり栄養
状態は向上し致死リスクは下がる，と考える．しかしながら多数歯欠損に対する補綴処置だけでは栄養状態は改
善しないという報告が多い．IOD を用いたとしても食品摂取，栄養状態に有意差はないという報告が多い．し
かしながら，義歯製作と栄養指導を併用すると栄養状態は向上する．すなわち適切な栄養摂取のためには摂取
するための道具を整備することと，何を食べるべきかについての適切な知識が必要であることを意味している．
よってわれわれはそこまで見据えて診療を行うべきである．
　多職種が行う「口腔ケア」ではなく歯科医療関係者が行う「口腔健康管理」には「口腔衛生管理」と「口腔機
能管理」があるとされている．また口腔機能を発揮する場として歯列，咬合があるが，多職種連携の中で歯科の
意義を明確にするならば「口腔衛生管理」と「口腔機能管理」に加えて「歯列・咬合管理」を加えるべきであろ
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う3)．そしてここを守備するのは歯科補綴学である．さらに口腔機能の場を整備するだけでなく，その向こうに
ある適切な栄養摂取と健康を意識することも本会の使命である．今期の第 2 特命委員会の活動はまさに当を得
たものであり今後の進展が期待される．高齢化の進展によりさまざまな要求がわれわれに課せられるであろう．
日本補綴歯科学会はそれらに対応する知識とスキルを持っている者の集団である．今後本会の活動はその範囲と
深みを増すが，学術団体としての本会の活動を支えているのは会費である．財務担当理事としてのお願いである
が，本会は会費以上の恩恵を会員に還元することのできる団体である．どうか安心して会費を納入していただき
たい．
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